
                                             令 和 ２ 年 １ １ 月 １ １ 日 

 九 州 地 方 整 備 局 

宮 崎 河 川 国 道 事 務 所 

 

新富
し ん と み

スマートインターチェンジ（仮称） 

連結許可書の伝達式を行います 

～東九州自動車道での今年度新規事業化～ 

 

 
１．日時：令和２年１１月１３日（金） １０：００～ 

２．場所：宮崎県庁 （ 本館３階 特別室 ） 

３．出席予定者： 

 宮崎県県土整備部長（申請者） 

 国土交通省 九州地方整備局 宮崎河川国道事務所長（伝達者） 

 関係自治体（新富町） 

４．次第：①開会 

      ②連結許可書の伝達 

      ③写真撮影 

５．資料：別紙－１ 新富スマートインターチェンジ（仮称）の概要・整備効果 

 

※連結許可とは：スマートインターチェンジを設置するには、高速道路自動車国道法に基づき、 

高速道路に連結する道路の管理者が国土交通大臣の許可を受ける必要が 

あります。 

 

 

お問い合わせ先 

国土交通省 九州地方整備局 宮崎河川国道事務所  技術副所長   猪狩
い が り

 名人
め い と

 

調査第二課長  古原
こ は ら

 正人
ま さ と

 
TEL：０９８５－２４－８２２１（代表） 

新富スマートインターチェンジ（仮称）について、１０月２３日付けで高速道路への

連結が許可され、新規事業化となりました。 

 連結許可書の伝達式を以下の日時にて行いますので、お知らせします。 
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しんとみ

■東九州自動車道 新富スマートＩＣ（仮称）

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果

＜位 置 図＞

整備効果 産業振興

＜概 要＞

路 線 名： 東九州自動車道

（高鍋ＩＣ～西都ＩＣ間）

設置場所： 宮崎県児湯郡新富町

接続形式： 本線直結型

形 式： 全方向（４/４）

運用形態： 全車種 ２４時間

た か な べ さ い と

こ ゆ し ん と みちょう

高鍋IC

西都IC

新富スマートIC
（仮称）

E10

高鍋町

新富町

5.8km

6.3km

西都町

木城町

至 鹿児島

至大分

219

整備効果 防災機能の強化

・スマートＩＣの整備により、建設が計画されているサッカースタジアムや
交流促進施設までのアクセス性向上に寄与し、地域活性化が期待される。

・また、地域物流の効率化による地域農業の集積、大規模化等が促進され、
地域農業の収益性向上も期待できる。

高鍋IC

西都ＩＣ

新富スマートIC
（仮称）

凡 例

スマートＩＣ整備後

現 況

10

新富町

至 大分

至鹿児島

・スマートＩＣの整備により、小丸川及び一ツ瀬川が洪水浸水の影響を
受け通行不能となった場合、大規模災害時の集積拠点となり得る航空
自衛隊新田原基地へのア
クセスルートが確保され
迅速な救援及び救助、復
旧活動への支援に貢献す
ることが期待される。

高鍋町

高鍋ＩＣから
現道利用

西都ＩＣから
現道利用

西都ＩＣから
新富スマート
ＩＣ（仮称）経由

（分）

▲サッカースタジアム・交流促進施設イメージ

▲高速ＩＣからサッカースタジアムまでの所用時間

高鍋ＩＣ

10

航空自衛隊
新田原基地

新富町

高鍋町

至大分

至鹿児島

凡 例

スマートＩＣ整備後

現 況

小丸川、一ツ瀬川洪水浸水区域

および緊急輸送道路

一ツ瀬川

小丸川

10

10

新田原古墳群

緑地公園
スカイパーク

航空自衛隊
新田原基地

新富町役場

サッカースタジアム
（建設中）

交流促進施設
（計画中）

10

事業箇所図

宮崎県

E10

航空自衛隊
新田原基地

町役場

＜凡例＞

観光施設

開発地域

22分 22分

17分16分

6分短縮 5分短縮

高鍋ＩＣから
新富スマート
ＩＣ（仮称）経由

（分）

▲災害派遣準備訓練の様子

国土地理院

ＪＡ児湯

サッカースタジアム（建設中）
交流促進施設（計画中）

産業活性化地域
（農業）

産業活性化地域
（農業）

新富スマートIC
（仮称）

西都ＩＣ

参考資料①

12.1km


